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1．はじめに

　 「介護技術」は介護の 対象であ る 人間へ の 生

活援助技術 を学ぶ 科 目で あ り、 学習 内容 は コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 、生活環境 の 整備、観察 ・
ア

セ ス メ ン ト、 日常生活に お け る基本介 護 の 技

法、安楽の 技法 、 医療 との 連携 、 記録 ・報告等

多岐に わた っ て い る 。

　 平成 12年 カ リキ ュ ラ ム 改訂に よ り 「介護技

術」は 120時 間か ら150時間に 増加 とな っ た。改

訂の ポ イ ン トは 、
コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 充実、

介護過程の 導 入 、 介 護福祉 機器の 理解 等で あ

る 。 2 年間で 全て の 介護技術 を身 に付 ける こ と

は極め て 困難で あるが、現場で は即戦力と して

の 期待 が ある こ と も事実で あ り介護技術 をい か

に教授するか は大 きな課題 で ある。

　そこ で本研究で は、実習指導者 は学生が 2 年

間で ど の 介護技術 を どの 程 度修得する こ とを期

待 して い る か （「介護技術 に関す る指導者の 期

待度」）、又 卒業を目前 に した学生は どの 介護

技術 を どの 程度 自信 を も っ て実施で きる と思 っ

て い るか （「介護技術 に 関 す る学生 の 自己評

価」）を明 らか にす る こ とに よ り、　 「介護技

術」修得に 関する基礎資料 を得 る こ とを 目的 と

して ア ン ケ
ー ト調査 を行 っ た の で その 結果 を報

告する 。

ll．方　　法

（1 ）対象

　　本学福 祉学科 2 年生 （5 期生 ） 97 名及

　び 、 本学施設介護実習 （平成 14 年度対象施

　設の 中新た に 申請を依頼 した施設 ・身体障害

　者関係施設 ・県外老人福祉施設 を除 く） 64ヶ

所の うち、特別養護老人 ホ
ーム （以 下特養 と

　略す）39施設、介護老人保健施設 （以 下老健

　と略す）25施設 に調査 を依頼 した。 特養 ・老

健あわせ て 50箇所か ら協力を得 られた 。

（2 ）調査時期

  学牛　　　 平成 14 年 2月19日

　　　　　　　 回収率 100％

  実習指導者　平成 14 年 8月20日〜 9 月14 日

　　　　　　　 回収率81％

（3）調査方法

　 学生 の 場合 は作成 した ア ン ケー ト用紙 を
一
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斉 に 配布 しその 場 で 記入 ・回収 した 。 各施設

の 回答者 は現場で 担当 して い る介護職員 1 名

に 記入 して もらい
、 郵送に よる回収 を行 い 集

計 した 。

（4 ）調査項 目

　 本学施設介護実習経験録に 掲載 して い る実

習項 目の うち 、 A オリ エ ン テ
ーシ ョ ン に関す

る項 目を除 く105項 目とした 。 その 内訳は ［B

利用者理解
一

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン6項 目、 状態

の確認 と変化の 発見 7項 目］　 ［C環境整備 とし

て 8項 目］　［D 日常の生活行為 ・活動一移動 の

援助17項 目、食事の 援助 10項 目、 排泄の援助7

項 目、衣類 の 着脱の 援助5項 目、身体の清潔の

援助 13項 目、安楽と睡眠4項目、社会生活の 維

持 ・拡大12項 目］　 ［E医療と看護 との連携
一
介

護者 の 責任範囲の 理 解7項 目、緊急時の対応 と

連絡 4項 目、定時連絡報告2項 目、記録 2 項

目、 事例検討 1項 目］ の 計105項目で ある 。 こ

れ らの 項 目に対 し、学生の 場合 「自信をもっ

て で きる」 − 3 、　「ス ッ タ フ の 助言 ・指導が

あれ ば で きる」− 2 、　「で きな い 」
− 1 と し

自己評価 をつ けて もらっ た 。 実習指導者に対

して は 、　 「1 人で 実施で きる」− 3、　 「ス ッ

タ フ の 助 言 ・指導が あれば 出来る」 − 2 、

　「実施で きな くて もよ い 」
− 1 に評価する こ

と 、 また各項 目に対す る意見を備考欄 に記入

して もらっ た 。

皿．結果及び考察

（1）介護技術に 関する学生 の 自己評価

　本学福祉学科 5期生 は新 カ リキ ュ ラ ム 開始年

度で あ る平成 12 年度入学生 で あ り、 男女共学

にな っ た初年度の 学生で ある。年齢別で は 、 社

会人 ・学卒者 の 学生が 4 名い るた め 19歳〜54歳

まで と幅が あ る 。 性別で は、男子学生 8 名 、 女

子学生89名で あ っ た 。 施設介護実習配属先に つ

い て は、特養、老健、身体障害者関連施設等を

バ ラ ン ス よ く実習 させ る こ とを原則 として い

る 。 特養で の 実習経験 回数は 4 回 8 名 、 3回38

名 、 2 回39名、 1 回は ll名で ある 。 老健で の 実

習未経験者 は11名で あ っ た。

　B ．利用者理解

　　利 用者理解に つ い て まとめ た もの が表 1 で

　ある 。

　 1． コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　　学生が 自信 をもっ て 1 人 で で きる項 目 と し

　て 最 も多 い の は 「相手の 話を積極的に聞 く」

　86．6％ 、 次に 「相手 に応対をする」67％、　「自

　分の 意図 を正確 に伝 える」61．9％で あ っ た 。

　 「相手 の 言葉や 身振 りか ら反応 を正確に と ら

　え る こ と」33％ 「相手 の ニ ーズ を と らえる こ

　と」27．8％ 「障害の 程度を正 しく把握 し非言語

　的な補助手段 を活用する こ と」26．8％ と、い ず

　れ も 3 割弱 の 学生 しか自信 をもっ て 1人で実

　施する こ とが で きない 。　「相手 の 話を積極的

　に 聞 く」こ とは初歩的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の

　第
一

歩で ある 。 「相手 に応対 をする」 「自分

　の 意図を正 確に伝 える こ と」は 、 相手の 話 を

　聞 き相手の 状態や 状況 を把握 した うえで 行動

　しなけれ ば な らない
。 聞 くこ とや簡単な対応

　で あれ ば何 とか対応で きる が 、 それ以外 はか

　な り困難 を極 め て い る 学生 の 状況が わ か っ

　た 。 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 技術の 充実 に向けて

　社会福祉援助技術 との 連携を図 りなが ら対人

　援助技術 の 向上を目指 して い きた い 。

　2 ．状態 の 確認 と変化 の 発 見

　　健康状態 を把握 するため に 「体温、脈拍、

　呼吸」の 測定を 1人で 自信をもっ てで きる と

　答えた学生 は 70．1％ で あ っ た。　「眠 り、目覚

　め 」51．5％、　 「目、鼻、耳、［」、知覚」　「顔色、

　顔つ き、 皮膚」　「感情」は い ずれ も40％ 台、

　 「姿勢 ・動作」 はやや低 く39．2％、　 「理解力 ・
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判断力」が最 も少な く30％以 下 で あ っ た 。

　状態の 確認や変化の発見 は、利用 者の 一番

身近 に い る介護福祉士 に とっ て重要な役割で

あ る。 こ れ らの 項 目は 毎 日 の 関わ りの 中で

日 々 観察して い る こ とで ある が、オ ム ッ 交換

や食事介助の よ うに実習行為 が明確 にな っ て

い な い た め こ の ような低 い 数値 となっ て い る

と考えられ る 。

C．環境整備

　環境整備 を まと め た もの が表 2 で ある 。

1 ．住居環境へ の 配慮

　 「プライバ シ ー」へ の 配慮は81．4％ が 自信を

もっ て 1 入で 実施で きる と答え て い る 。 「安

全面 （転倒 ・転落）」へ の 配慮は60．8％ だが

「移動面 （配置 ・位置 ・高 さ）」 へ の 配慮は

48．5％ とやや低い 。　「転倒 ・転落」に配慮で き

る こ とは居室 内の ベ ッ ドの 高さ ・位置、 トイ

レ 、浴室 、ス テ ーシ ョ ン 、居室内の 戸 棚、談

話室 内で の 物晶等へ の 配 慮、つ まり移動面へ

の 配慮が で きる こ とで なければ な らな い 。 施

設内で の 介護事故で圧倒的 に多い の が居室内

で の 転倒 ・転落で あ る の で こ の 点 をふ まえ実

習内容を明確にす る必要が ある 。 また、配慮

とい うだ けで は具体的に何を意味す る の か 曖

昧であ る 。

2 ．衛生環境 へ の 配慮

　 「清掃 」　「ベ ッ ド整備 ・ベ ッ ドメ ーキ ン

グ」は、80％をこ える学生 が自信 をも っ て 1

人で 実施で きる と答 えて い る 。 施設で の ベ ッ

ドメ ー
キ ン グ は簡易 の 袋状の シ ー

ッ を利用 し

て い る こ とが多 い の で こ の よ うな高 い 結果 と

な っ て い る と思 う。

　 「衣類」　 「寝具」を衛生 的に 配慮す る こ と

が 1人で 実施で きる の は60％台で あ っ た 。

「環境調整 （温度 ・湿度 ・採光等）」は 43．3％

と環境整備 8 項 目中最 も低 い 数値で あ っ た 。

「温度や 湿度の 調整」は 空 調設備が整 っ て い

るため実施する こ とが少 ない こ と 、　 「温度や

湿度の 調整」 の 重要性 を認識 して い ない 結果

が関係 して い る の で はな い か と考 え られ る。

D ．日常の 生活行為 ・活動

　 日常の 生 活行為 ・活動は 、　 「移動の 援助」

「食事の 援助」　 「排泄の 援助」　 「衣類 の 着脱

の 援助」　 「身体 の 清潔の 援助」　「安楽 と睡

眠」　「社会生活の 維持拡大」の 7 つ に分類さ

れそ の 結果を ま とめ た もの が表 3 で ある 。

1 ．移動の 援助

　 1 人 で 実施で きる 項目が 80％ 以 上 の もの

は、　 「歩行介助 ・手引 き」90．7％ 「杖歩行の 介

助」84．5％ 「歩行器で の 歩行介助」83．5％ 「車

椅子 の 移送」85．6％の 4 項目で あっ た 。 こ れ ら

の項 目は利用 者 との 意思疎通があ る程 度可能

な こ と、見守 りが 主な介助 内容で ある こ と等

よ り比較 的 1人で 自信 をもっ て 実施で きる も

の と思 われる 。 また 、　 「車椅子の 移送」 に 関

して も施設内で は 平坦 な道が 大半 なの で 高 い

割合 に なっ た と考えられる 。

　 体位変換 に関す る 項 目で は 「仰臥位 か ら側

臥位」　 「仰臥位か ら座位」　 「仰臥位か ら端座

位」 と約 7 割が 自信 を持 っ て 1 人 で 実施で き

る と答 えて お り、 ス タ ッ フ の 助言 ・指導が あ

れば全 員の 学生 がで きる と答 えて い る 。 しか

し、　 「上 方へ の 移動」を 1 人で 実施で きる の

は半数で あ っ た。学内で の 演習で も苦手 とし

て い る項 目で あ る こ とか らや り方を検討す る

必要が ある 。

　移乗は学生 の 最 も苦手な介護技術項 目であ

るが 「ベ ッ ドか ら車椅子」 「車椅 子か らベ ッ

ド」　「車イ ス か ら便器」は約 6 割 の 学生が 1

人で で きる と答え て い る 。 移乗 の 仕方は 利用

者の 状態に よ り様 々 であ り、移乗 に伴 うリ ス

ク を明 らか に し安全 ・安楽に配慮 したや り方
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の 修得技法を 目指して い きた い 。

　 ス ト レ ッ チ ャ
ーに よる移乗 ・移送を 1 人 で

自信 を持 っ て で きる学生 は半数以 下で ある 。

施設で ス トレ ッ チ ャ
ー

を使用 する こ とは限 ら

れた場面に なる ため実習中には体験で きな い

こ とが 多い の で は ない か と思 われ る。

　 「良肢位 の 保持」　「他動運 動」　「自動 運

動」の 機能訓練項目は、 1 人 で 自信 を もっ て

実施で きる割合は低 く25．8％、11．3％、8．2％で

ある 。　 「良肢位の 保持」 は、急性期の 安静が

必要な場合や寝た きり状態で は重要 な技術で

ある が 、 特養や老健 で は 拘縮や変形 を きた し

て 良肢位 の保持が 困難なこ とか ら経験 で きな

い 状態 をきた して い る の で は ない か 。 また、

日常生 活動作 の 中に い かに 機能訓練項 目を結

びつ ける の か、生活の 視点か らの リハ ビリ の

必要性 や他職種 との 連携 を指導 して い くこ と

が必要 と考える 。

2 ．食事の 援助

　摂食動作に関する項 目の 「食事介助 ・見守

り」　「・・
部介助」は共に 9割ちか い 学生が 1 人

で 自信 を もっ て 実施 で きる と答 えて い る 。

「全介助」　「水分補給」は 7 割強で あ っ た 。

　 「咀嚼・嚥 ド障害」の ある利用者に 対する 食

事介助 に関 して は、 1 人 で 自信 を もっ て 実施

で きる学生は454％、ス タ ッ フ の 助 言 ・指導が

あれ ば実施で きる学生 は50．5％とその 割合 は

半々 で あ っ た 。 咀嚼 ・嚥下 障害の ある利用 者

へ の 食事介助 は、常 に誤嚥に留意 しなが ら実

施 しなければな らない 。

　 「配膳」　「後始末」を 1 人 で 自信 を持 っ て

実施で きる学生は、 9割強 と105項 凵中最 も多

か っ た 。 しか し、　 「摂取量 ・食欲の 観察」で

は 1人で 実施で きる学生 は64．9％ と 「後始末」

が で きる割合 よ り279ポ イ ン ト低い 結果で あ っ

た 。　「後始末」 とは単 に食器類の 後片付けだ

けで は な く、 「摂取量や食欲の 観察」が 含ま

れ て い る の で 後始末の 意義を強化 して い か な

ければならな い 。

3 ．排泄 の援助

　 1 人で 自信 をもっ て実施で きる項 目は 「介

助 ・トイレ誘導」　 「介助 ・ポ
ー

タブ ル トイ レ

誘導」　 「お むつ 交換」で い ずれ も 7 割の 学生

がで きる と回答 して い る 。 「便 ・尿器の 挿入

と始末」を 1 人で実施で きる学生は僅か 17．5％

で ある 。 茶山 ら S ）の研究報告に よる と、排泄

場所で 最 も多い の が特養 は お む つ 、老健 は ト

イ レ と なっ て お りベ ッ ド上 で の 尿器 ・便器の

使用 は特養、老健の い ずれ で も最 も少なか っ

た 。

　 「お む つ はずし」を 1 人 で 実施 で きる と答

えた学生 は20．6％ 、
ス ッ タ フ の助言 ・指導があ

れ ば実施で きる者 は48．5％で あ っ た 。 「おむつ

はず し」は、利用者の 排泄パ ターン の把握 を

含 め長期的な 関わ りが 必 要とされ る。実習期

間内 に成果 は み られ な くて も 「お む つ はず

し」の 意義を理解し努力す る姿勢が求め られ

る 。

　排泄物 の 観察は健康状態 を把握す る上 で基

本 となる項 目で あるが 1人 で 実施で きる学生は

62．9％ で あ っ た 。

　 「摘便」 に関 して は、 4 人 の学生が 1 人 で

実施で きる と答 えてお り、13人 の 学生が ス ッ

タ フ の 助言 ・指導が あれば実施で きる と答 え

て い る 。 こ の 項 目は、本来医療的行為で ある

の で 再確認 させ て い きた い 。

4 ．衣類の 着脱の 援助

　 「衣類の 着脱」 を 1 人で 実施で きる学生 は

86．6％だが 、　 「寝衣の着脱 ・臥位」で は268 ポ

イ ン ト低 い 598 ％ 、　 「寝衣の 着脱 ・運動機能障

害」で は 55．9ポ イ ン ト低 い 30．9％と 、 非常 に低

い 数値で あ っ た 。　 「寝衣の 着脱 ・臥位」　 「寝
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衣の 着脱 ・運動機能障害」の 対象 とな る利用

者は 、麻痺や拘縮があ り意思疎通困難 な場合

が 多い 。今後授業の 中で 麻痺や 拘縮 の 模擬状

態 を つ くり演習す る こ と を検討 して い きた

い
。

5 ．身体の 清潔の援助

　 1人 で実施で きる項 目 で 80％ 以上 を超 えて

い る の は 「整髪」　「爪切 り」で あ り、 次 い で

「歯磨き ・うが い 」76．3％ 、　「洗髪」 ・ 「義歯

の 手入 れ」は共に69．1％で あっ た 。

　 「義歯 の 手入 れ 」は 「歯磨 き ・うが い 」 よ

り7．3ポ イ ン ト低 か っ た。

　入浴 「一般浴」で は 1 人 で 実施で きる学生

は66％だが、　「機械浴」では52．6％で あ っ た 。

しか し、 い ずれ もス タ ッ フ の 助言 ・指導が あ

れば全員の 学生が実施で きる と答えて い る。

　清拭の 項 目で は、　「部分清拭」52．6％、　「全

身清拭」 35．1％ と 1 人で 実施で きる学生 は、半

数か ら半数以下で あ っ た 。 清拭 は入浴で きな

い 場合等 に は必ず実施す る行為であ るが 、実

習期 間中体験 で きる割合 は入浴 の 体験 回数 よ

り低い こ とが 関係 して い る と思わ れ る 。

　 口腔内の 清潔で は 、 1人で 実施で きる割合 の

高 い 項 目か ら順 に 「歯磨 き ・うが い 」76．3％

「義歯の 手入 れ」69．1％ 「口腔清拭」51．5％ で

あ っ た。口腔清拭 は、寝た き りの 場合や終末

期 の 利用者 の 場合 に用 い られ る こ とが 多 い の

で 日常的に実施す る こ とが少な い こ とが考え

られ る 。 しか し、口腔内の 清潔 は誤嚥性肺炎

の 予 防 、 食欲 ・食事摂取等に も繋が る重要 な

項 目で ある の で今後 に検討を要する課題で あ

る 。

　その 他の 部位 の 清潔と して、　 「髭剃 り」 を

1 人で 実施で きる学生 は60．8％ 「陰部洗浄」は

46．4％ で あ っ た 。

　 「褥瘡の 予 防」 を 1 人で 実施で きる と答え
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て い る学生 は29．9％、ス ッ タ フ の 助言 ・指導が

あ れ ば実施で き る と答 えて い る 者 は 59．8％ で

あ っ た 。　 「褥瘡の 予防」方法はその 利用者 の

状況 を判断 し て 方法 を選択 しなければ ならな

い の で学生が 1人 で 実施で きる こ とは困難で あ

るが 、介讓i予防の 観点か ら しっ か りとした知

識を もっ て い る こ と、利用 者の 皮膚の 状態 を

観察で きる こ とを期待 した い
。

6．安楽と睡眠

　 「手浴 ・足浴」 を 1人 で 実施で きる割合 は

51．5％ 「安楽 な体位」46．4％ 「マ ッ サ ージ」

「安 眠 の 工 夫」は い ずれ も34 ％ で あ っ た 。

「手浴 ・足浴」 は 清潔項 目 と関連 して い る

が 、 単純な動作で あ り危険 も少な い の で もう

少 し実施で きる こ とを期待 した い 。

7 ．社会生 活の維持拡大

　施 設内 で の 生 活 に 関連 し た 項 目と して 、

「行事参加 の 介助」　「サ ー
ク ル活動介助」共

に 6 割の 学生 は 1 人で 実施で きる と答 えて い

る 。 しか し、　 「施設内 ・レ ク リエ ーシ ョ ン 」

を 1 人 で 実施で き る者は 24．7％ で あ っ た 。 「レ

ク リエ ーシ ョ ン 」 を企画 ・実施する こ とは 、

今後い っ そ う求め られ る の で授業の 中に組み

込ん で い く必 要が ある 。 　「行事参加の 介助」

「サ ー
ク ル 活動介助」は、利用者の 誘導介助

が主な内容 であるが、 こ の 項 目 の 内容が 曖昧

で ある の で 検討 し て い く。

　施設外 で の 生活 に関連 した項 目の 「散歩介

助」44．3％ 「買 い 物介助」33％であ っ た。

　在宅サービ ス で ある通所介護 に関連 した項

目の 「送迎 ・添乗」を 1 人で実施で きる学生

は約40％前後であ っ た 。　「在宅介護支援セ ン

タ ー」 は 、 訪 問介護実習 ・施設介護実習 H段

階の い ずれかに位置づ けて い るが、144％とか

な り低 い が 、 どの 内容を どの 程度 まで 修得す

れ ば い い の か 明確 に する 必要が ある 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

　　そ の 他の 項 目と して の 、　 「入 退所時で の対

応 」　「ADL の 判定基準」　「痴 呆性老 人」

　 「痴呆診断ス ケ
ー

ル 」は、 い ずれ も数％ で

　あ っ た 。

　E ．医療と看護 との 連携

　医療と看護との 連携を まとめ た もの が表 4 で

　あ る 。

1．介護者 の 責任範囲 の 理解では、1人 で実施で

　きる と回答 して い る項 目で 高 い 順 に列記する

　と 「内服」 43．3％ 「点眼」 32％ 「塗布」 32％

　 「氷枕
・湯た ん ぽ 」23．7％ 「治療食」 10．3％

　 「受診介助」 9．3％ で あ っ た 。　 「受診介助」

　 「治療食」に 関 して は 3 割ほ どの 学生が全 く

　で きない と回答 して い る 。

　　 「内服」　「点眼」　「塗布」 は与薬 と い う看

　護行為で あ り、 医師の 指示の もとに行われ る

　の で 学生 が 1人で 実施で きる こ とで はな く、

ス ッ タ フ の 指示 の 上 で 実施 で きる こ と を学

　生 ・指導者に 明示 し て い くこ とが 重要で あ

　る。

2 ．緊急時の 対応 と連絡で は 「連絡」 16．5％ 、

　 「防災訓練」103％、 「応 急手当」5．2％ 、 「死

亡時の 対応」3．1％であ っ た 。

3 ．連絡報告
・
定時で は 「業務の 引継 ぎ」　「打 ち

合わせ 会」 い ずれ も20％台で あ っ た 。

4 ．記録 と事例 検討で は、　「個人 記録 の 取 り

方」　「個 人介護計画の 立て 方」は い ずれ も

30％台 で あ り、　 「処 遇検討 会」 へ の 参加 は

22．4％で あ っ た 。

（2）介護技術 に関する指導者の 期待度

　実習指導 を実際に現場 で担 当 してお られ る介

護職員の 方1名 にア ン ケ
ー ト調査を依頼 したとこ

ろ 全部で 50名で あ っ た 。 年齢別で は 、40代が 最

も多 く20名 、 50代 が18名 で 、 40・50代が全体の

76％ を占め て い た 。 性別で は 、 男性は3名 、 女性

は 47 名 と圧 倒的に 女性が多か っ た 。 専門職経

験年数で は、 10年以上が 31名 、 5年以上 10年以 下

が 17名 と5年以上 が全体の 96％を占め て い た 。 本

学の 実習指導経験 に つ い て は 47 名があ りと回

答して お り、指導経験年数に つ い て は 4ヶ 月か ら

7年 まで とかな り幅があ っ た 。

　B．利用者理解

　　利用者理 解に つ い て まとめ た もの が表 1 で

　あ る。

　 1． コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

　　学生が 1人で 実施で きる こ とを期待 して い る

　項目 と して 「相手の 話 を積極的に 聞 く」88％

　 「自分 の 意図 を正確に伝える」72％ 「相手に

　応対 をする」70％で あ っ た。そ れ に比 較する

　と、　 「相手の 言葉や身振 りか ら反応 を と らえ

　る こ と」　「ニ ーズ を とらえる こ と」　「障害の

　程度の 把握 、 非言語的な補助手段の 活用」は

　30％台で あ っ た 。

　　備考欄 には、利用者 の 訴えに明る く真面 目

　に積 極 的に 対応 す る 姿勢 を求め て お り、 コ

　 ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 上手 ・

下 手で は なくし っ

　か り利用者の 話 を聞 くこ とがで きる こ とを期

　待 して い る 。 又 、 積極性 に欠 けて い る こ と、

　失敗 を恐 れ て い る こ と 、 利用者 と何 を話 し た

　ら い い の か とい う準備不足 で 実習 に臨ん で い

　る こと等の 意見が あ り、 初歩的なかかわ り方

　を もっ と学内で 演習 して い か なければ ならな

　 い 。

　 2 ．状態の 確認 と変化の 発見

　　学生 が 1人 で実施で きる こ とを期待 して い る

　割合の 多 い 順 に上 げ る と 「体温 、脈拍、呼

　吸」の 測定52％ 「眠 り、目覚め」46％ 「顔色、

　顔 つ き、皮膚」　「姿勢 ・動作」　「目、鼻、耳、

　口、知覚」　「感情」は30％台、　「理解力 ・判断

　力」29．9％で あ っ た 。

　　 「体温、脈拍、呼吸」と 「眠 り、目覚め」
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の 項 目は 、 学生が 1 人で 実施で きる こ とを期

待す る指導者 と、ス ッ タ フ の 指導 ・助言が あ

れば実施で きれば よ い と考えて い る指導者は

ほぼ半々 であ っ た 。 　「体温 、 呼吸、脈拍」の

項 目は 、 1人で 実施で きなくて もよい と考えて

い る指導者がわずか で は あるが 3 名い た 。 こ

の 点 よ り観察項 目で はあ るが、卒業後の 習得

で よ い と考え て い る と思 われ る 。

　備考欄 に は 、 利用者個 々 の 状態を把握 し異

常状態を発 見する ため に は観察力が必要で あ

る こ と、 観察力を身に つ けて い くため には経

験が 必要で あ る こ と、そ の 上で利用者 の 変化

に気づ くよ うな目配 り ・気配 りを持 っ て もら

い た い 、 利用者の 状態把握がで きない とケ ア

に繋が らな い 等記述 して あっ た 。 実習経験が

観察力と して個 々 の 学生 に備 わ るため に も、

一
つ ひ とつ を振 り返る時間的余裕 と指導者 と

の 教育的関わ りが 実習中に不可欠で ある こ と

を痛感した 。

C．環境整備

　環境整備 に つ い て まとめた もの が表 2 であ

る。

1．住居環境 へ の 配慮

　 「プラ イバ シー」へ の 配慮を 1人で 実施で き

る こ とを期待 して い る指導者は 68％ 「安全 面

　（転倒 ・転落〉」 50 ％ で あ っ た。 しか し、

「移動面 （配置、位置、高さ）」へ の 配慮は

36％で あ っ た 。

2．衛生 環境 へ の 配慮 「清掃」　「ベ ッ ド整

備 ・ベ ッ ドメ ーキ ン グ」を 1 人で 実施で きる

こ とを期待 して い る指導者 は各々 82％、 「環

境調整 （温 度 ・湿度 ・採光等）」　「衣類」 は

6 割で あ っ た 。 備 考欄 には、清掃 とは何かを

勉 強 して 欲 しい と い う意見が あ っ た 。 清掃 は

基本的な こ とで あ り、安全性や快適性 に 通ず

る の で充分に そ の 意義 を再確認 させ て い きた

い 。

D ．日常 の 生活行為 ・活動

　日常 の 生活行為 ・活動に つ い て まとめ た も

の が 、 表 3 で あ る。

1．移動の 援助

　移動の 援助 17項 目の うち 1人で実施で きる こ

と を期待 して い る項 目が 80％ 以上 の 項 目は

「仰臥位か ら側 臥位」　「歩行介助 ・手引 き」

の 2項 目の み で あっ た 。

　体位変換 に関 して は、 1 人で 実施で きる こ

とを期待 して い る項 目は、 「仰 臥位か ら側臥

位」80％、　 「仰臥位か ら座位」　 「上方 へ の 移

動」　「仰臥位か ら端座位」約70％ 、　 「起立 の

介助」はや や低 く64％ で あ っ た 。

　 6 割近 くの 指導者 は 、 　「ベ ッ ドか ら車 イ

ス 」　「車イ ス か らベ ッ ド」　「車 イス か ら便

器」の 移乗を1人で 移乗で きる こ とを期待 して

い る 。 しか し、ス トレ ッ チ ャ
ーへ の移乗は 4

名の 指導者は 実施 で きな くて もよ い と考えて

い る 。 実施する機会が少 ない こ と、ス ト レ ッ

チ ャ
ーの 代わ りとなる福祉用具の 利用 が現場

で は普及 して い る こ とが 関係 して い る と考 え

られ る の で 今後検討を要す る課題 で ある 。

　移送に関する項 目で は 、 1人 で実施で き る こ

と を期待 して い る 項 目の 高 い 順 に列記す る

と、　「歩行介助 ・手引 き」86％ 「移送 ・車椅

子」76％ 「歩行介助 ・杖」76％ 「歩行介助 ・歩

行器」74％ で あ っ た。

　備考欄 には 15 個 もの 記述が あ り、 そ の 内

容 は 「移動 の 技術 は基礎 中の 基礎 で あ る」

「で きな い ・分か らな い 学生が多 い 」　「学生

同士 で の や り方で は上達 しない 」　「トラ ン ス

の や り方が学校側 と で 違 い が ある 」な ど、学

校で の 移動に関す る学習内容 ・修得方法 を検

討する必要が ある 。

　　「良肢位 の 保 持」　「他動運動 」　「自動運
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動」の い ずれ も 1 人 で 実施で きる こ とを期待

して い る指導者は 3〜4人 と非常 に少な く、又

ス ッ タ フ の 助言 ・指導が あ れば 実施で きる と

い うこ と に つ い て も60％弱で あ り、指導者 の

3 割は実施で きな くて もよ い と考 えて い る こ

とがわ か っ た 。

2 ．食事の 援助

　 摂食動作で は、 1 人で 実施で き る こ とを期

待 して い る項 目の 高 い 順 に 「水分補給」　「食

事介助」　「見守 り」 で い ずれ も70％ 台で あ っ

た 。 　「
一

部介助」66％ 「全介助」58％ で あ っ

た 。　「水分補給」 に関 して は 「全介助」 よ り

も18ポ イ ン ト高か っ た 。

　　「咀嚼 ・嚥下障害」の ある利用 者に対する 食

事介助 に関 して は 、 1 人で実施で きる こ とを

期待 して い る割合 は36％と 「全介助」に比 べ

る と22ポ イ ン トも少ない 。 また、実習指導担

当者 の うち 2 名は 1 人 で 実施 で きな くて もよ

い と考えて い る こ と もわか っ た 。 しか し、食

事の援助 は実習で経験す る頻度が 高 い 項目で

もある の で到達 レベ ル の 視点 を明確 にする必

要が ある 。

　 「後始末」 は 86 ％ と食事の 援助 中最 も高

く、次 に 「摂取量 ・食欲 の 観察」 78 ％ 「準

備 ・配膳」74％で あ っ た 。 厨房 で の 「調理 」

や 「盛 り付 け」の 2項 目と もに 、 1 人で実施

で きる こ とを期待 して い る指導者は 5人 で あ

り、逆 に 58％ の 指導者は 1 人で 実施で きな く

て もよ い と考えて い る 。

　備考欄 には 「摂食介助場面で の 基本 をしっ

か り押さえ る こ と」 「利用者の 状況に 応 じて

介助の 方法を聞 い て か ら実施す る こ とを厳守

して欲 し い こ と」 など生命の 危険性が常に潜

ん で い る こ とを強調 してお きた い
。 食事が単

に栄養 の 補給 の み な らず利用 者に と っ て 、

「非常 に楽しみ な時間で ある こ とを念頭に お

い て 欲 しい 」と い う意見があ っ た。

3 ．排泄 の 援助

　　「排 泄物の 観察」　「トイレ誘導」　「ポータ

ブ ル トイ レ誘導」　「お む つ 交換」 を 1 人 で 実

施で きる こ とを期待 して い る指導者は い ずれ

も58％で あ っ た。　「お む つ は ず し」や 「便 ・

尿器の 挿入 と始末」 に 関 して は 、 30％ 台で あ

るが3、 4人の 指導者 は実施で きな くて もよ い

と考えて い る 。

　　「摘便」に関 して は4人の指導者が 1 人で 実

施で きる こ とを期待し て い る が 、 実施で きな

くて も良 い が 60％であ っ た 。 摘便は 医療的行

為 で ある が 、 現場で は実施する場合 もあ りこ

の よ うな回答がでた と考えられる 。

4 ．衣類 の着脱 の 援助

　　「衣類 の 着脱」 、　「寝衣の 着脱 ・臥位」を

1 人 で 実施で きて欲 しい と思 っ て い る指導者

は と もに 70％ で あるが 、　「寝衣の 着脱 ・運動

機能障害」は 50％ で あ っ た。また実施で きな

くて も良い と回答 して い る指導者は3人 い た 。

　　「整容」　「シ ー
ッ 交換」の 2 つ の 項 目は80

％ 強で あ り、学生 が 1人で実施する こ とを期

待 されて い るこ とが非常 に高 い 項 目で ある こ

とが わか っ た。

5 ．身体 の 清潔の 援助

　入浴 の 項 目の うち1人で 実施する こ とを期待

して い る指導者は 「
一

般浴」 52％ 「機械浴」

40％ 、 ス ッ タ フ の助 言 ・指導の もと実施で き

れ ば よ い と考 えて い る指導者 は 「一般浴」

24％ 「機械浴」40％で あっ た 。 また、実施で き

な くて もよ い と考え て い る 指導者 は 「
一

般

浴」　「機械 浴」各 々 1 名 つ つ い る こ とが わ

か っ た 。

　清拭の 項 目で は、　「部分清拭」 64％ 「全身

清拭」54％ で あ り、　「全身清拭」 に関 して は

3 名の 指導者が実施で きな くて もよ い と答え
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て い る 。

　頭部の 清潔の 項 目で は 「整髪」 は80％ 「洗

髪」64％で あ っ た 。

　口腔 内の 清潔で は、　「義歯 の 手入れ」80％

「歯磨 き ・うが い 」 76％ と 1 人で 実施 で きる

こ とを期待 して い る指導者が 多 い の に 比 べ 、

「冂 腔清拭」は 60％であ っ た 。 備考欄 に記載

され て い る よ うに 口腔ケ ア の 重要性 を し っ か

り理解 させ て い く必 要がある 。

　その 他 の 部位 の 清潔 と して 、　「爪 切 り」

「髭剃 り」ともに70％台 とかな り 1 人で実施

で きる こ とを期待 して い る 指導者が多い が 、

「陰部洗浄」 は36％とかな り少 なく 3 名の 指

導者は実施で きな くて もよ い と回答 して い

る。

　 「褥瘡 の 予防」 に 関 して は、 1 人で実施で

きる こ と を期待 し て い る指導者 と、 ス ッ タ フ

の 助言 ・指導の もと実施で きれ ば よ い と思 っ

て い る指導者の 割合 はほ ぼ同数で あ っ た 。

6 ．安楽 と睡眠

　 1 人で 実施で きる こ とを期待 して い る割合

の 多 い 順 に 土 げる と、　 「安楽 な体位」 62 ％

「手浴 ・足浴」54％ 「安眠 の 工 夫」40％ 「マ ッ

サージ」20％で あ っ た 。 　「マ ッ サ ージ」に つ

い て は 8 人 の 指導者が 1人で 実施で きな くて

もよい と回答して い る 。

7 ．社会生 活 の 維持拡大

　 施設内で の 生活 に関連 した項 目の 中で 1 人

で実施で きる こ とを期待 し て い る指導者は 、

「レ ク リ エ ーシ ョ ン」 48 ％ 「行事参加 の 介

助」46％ と ほ ぼ 同数で あ っ た。

　在宅サ
ービ ス で ある通所介護に 関連 した 項

目の 「送迎 ・添乗」 を ユ人で 実施で きる こ と

を期待 して い る指導者は、デイ サ
ービス 11人，

デ イケア 10人で あ っ た。

　　「在宅介護支援セ ン ター」　「入退所時で の

対応」　「ADL の 判定基準」　「痴呆性老人 A

DL 」　「痴呆診断ス ケール 」の 5 項目に つ い

て は、 1 人で 実施で きる こ とを期待 して い る

指導者は僅か 2〜5人 の 範囲内で あ り、6割 の 指

導者は こ れ らの 項 目は ス ッ タ フ の 指導助言の

もと実施で きれ ば よ い と思 っ て い る こ とが わ

か っ た 。

E ．医療 と看護 と の 連携

　医療 と看護 との 連携をまとめた もの が表 4

で ある 。

1．介護者の 責任範囲 の 理解

　 1 人で 実施 で きる こ とを期待 して い る
一一
番

高 い 項 目は 「氷枕 ・湯 た ん ぽ」の 28％で あ っ

た 。 次 に 「点眼」　「塗布」で 16％ 「治療食」

14％ 「受診介助」　「治療食」共 に 1 人で あ っ

た 。 ス ッ タ フ の 助言 ・指導に よ り実施され る

こ とを期待 して い る割合は い ずれ の 項 目も60

〜70％ の 範囲で あ っ た 。 又、 1 人で 実施で き

な くて もよ い と思 っ て い る項 目は、　「内服」

16人 「治療 食」 15人 「受診 介助」13 人 「点

眼110人 「内服」　「塗 布」7人 「氷枕
・湯たん

ぽ」5人 「感染予防」3人で あ っ た 。

　 備考欄 に は 「実務に関 して は就職後で もよ

い 」 としなが ら も 「行為 に関す る知識や その

意味 を理解 して い る こ と」が 期待 されて い

る 。 看護師業務 との 関連を考え 、 基礎教育 の

中で 何を 目標 とす る の か今後の 課題で ある 。

2 ．緊急時の 対応 と連絡

　 1 人で 実施で きる こ とを期待 して い る項 目

は 、　「連絡」が 最 も多 く30％ で あっ た 。 　「防

災訓練」　「応急手当」　「死亡 時の 対応」を 1

人 で 実施で きる こ とを期待 して い る指導者は

僅か 数人 で あ り、特に 「死亡 時の 対応」は23

人が 実施で きな くて もよい と回答 して い る 。

3 ．連絡報告 ・定時

　　「業務 の 引継 ぎ」 「打 ち合 わせ 会」の 項 目
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に つ い て は 、 1 人で 実施で きる こ とを期待 し

て い る指導者は 、 24％ 、 ス タ ッ フ の 指導
・助

言の もと実施で きる こ とを期待 して い る の は

「業務の引継 ぎ」58％ 「打ち合わせ会」60％ 1

人で 実施で きな くて も良い と考え て い る の は

「業務 の 引継 ぎ」 6人 「打 ち合 わせ 会」7人で

あ っ た 。

4 ．記　録

　 「個人記録の 取 り方」は、 1 人で 実施で き

る こ とを期待 して い る指導者は 48％ 「個 人介

護計画 の 立 て方」はそ れ よ り14ポイ ン ト低 い

34％であ り、ス タ ッ フ の 指導 ・助言の もと実

施で きる こ とを期待 して い る指導者は 「個人

記録 の 取 り方」 46％ 「個 人介護計画 の 立 て

方」58％ で あ っ た 。

　備考欄 に は 、 記録の重要性、学内にお ける

記録 の書 き方の 指導等検討すべ き課題 が指摘

され て い た 。

5 ．事例検討

　 「処遇検討会へ の 参加」は 1 人で 実施で き

る こ とを期待 して い る指導者 は28％、ス タ ッ

フ の 指導 ・助 言の もと実施で きる こ とは 56％

であ っ た 。

備考欄に は、　 「自分の 考 えや思 い を皆 の 前で

発言で きる ように 」 と い う意見が記載 され て

い た の で学内の あ らゆる場面で 訓練 して い く

こ とが 重要で ある 。

IV．結　論

（1 ）学生が 自信を もっ て 1 人で 実施で きる と

　認識 して い る項目で80％以 上 に到達 して い る

　の は 、　 「相手の 話 を積極的に聞 く」　「プ ラ イ

　バ シー
の 配慮」　「清掃」　「ベ ッ ド整備 ・ベ ッ

　 ドメ ー
キ ン グ」　「歩行介助手を引 く」　「移

　送 ・車椅子」　「歩行介助 ・杖」　「歩行介助 ・

　歩行器」　「食事準備 ・配膳」　「食事介助 ・見

守 り」　「食事介助 ・一一部介助」　 「食事援助 ・

後始 末」　「衣 類 の 着 脱 の 援 助 」　「整 容」

　「シ
ー

ッ 交換」　「整髪」の 16項 目で ある 。

（2 ） 1 人 で 実施で き る こ とを実習指導者が期

待 して い る項 目で 80％以上 に到達 して い る項

目は 「相手の 話 を積極 的に 聞 く」　「清 掃」

　「ベ ッ ド整備 ・ベ ッ ドメ ーキ ン グ」　「体位変

換仰 臥位 か ら側 臥位」　「歩行介助 ・手 を引

く」　「食事 の 援助 ・後始末」　「整容」　「シ ー

ッ 交換」　「整髪」　「入れ歯 の 手入れ」の 10項

目で ある 。

（3）実習指導者は 105項 目全体的に、ス ッ タ フ

の 指導 ・助言で 実施で きれ ばよ い とい う認識

で ある 。

（4 ）実習指導者が 1 人で実施で きな くて もよ

い と思 っ て い る項 目で 1位 「摘便」60％、 2

位 「厨房調理」58％、 3位 「死亡時 の 対応」

46％、以 下 「在宅介護支援 セ ン タ ー」　 「機能

訓練他動運 動」　「機能訓練 自動運動」　「受診

介助」　 「治療食」で ある 。

（5 ）学生が 1 入で 実施で きる と認識 して い る

項目 と実習指導者が ユ人で 実施で きな くて も

よ い と認識 して い る項 目との 間に 20％以上 の

差がある項 目は 、　「上方 へ の 移動」　「食事の

援助 ・一
部介助」　「食事介助 ・全介助」　「排

泄介助 ・トイ レ誘導」　「便尿器の 挿入 と後始

末」　「施設内 レク リエ
ー

シ ョ ン 」　「施設内行

事参加 の 介助」
』
「施設内サ ーク ル 活動介助」

　「施設外買い 物介助」　「デ イサービ ス 送迎添

乗」　「与薬内服」の 11 項 目 で ある 。

（6 ）上記の うち、 指導者が 1 人で 実施で きる

こ とを期待 して い る項 目は 「上方へ の 移動」

　「便尿 器 の 挿入 と後始末」　「施設 内 レ ク リ

エ ーシ ョ ン」の 3項 目で あ っ た 。 逆に、指導

者が 1 人で 実施で きな くて もよい と思 っ て い

る の に 学生が 1 人で 実施で きる と回答 して い
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る項 目は 「食事 の 援助 ・一部介助」　「食事介

助 ・全介助」　 「排泄介助 ・
トイ レ誘導」　 「施

設内行事参加 の 介助」　「施設内サ ー
ク ル 活動

介助」　 「施設外買 い 物介助」　 「デ イサービ ス

送迎添乗」　 「与薬内服」の 8 項 目で あ っ た 。

V ．終わりに

　教 員が学生 に 卒業 まで に 修得する べ き介護技

術の 範囲 と程度を明示する こ とは、自己の 課題

を設定する上 で の 指針 とな り、達成 する ことに

よ り自信 を獲得 して い くこ と に 繋が る。 さ ら

に、介護技術に対する 自信 は様 々 な試練 ・課題

を乗 り越 えて い くと きの 原動力とな り向上 へ の

足 がか りとな る 。

　本学で は、卒業 まで に修得す るべ き介護技術

項 目を、実 習段 階毎 に 「説 明」　「見学」　 「経

験」 とい うレ ベ ル に分け経験録に明示 して い る

が 、各々 の 意 味 ・内容が 曖 昧な項 目も若干あ

る 。 今回 の 調査結果 をもとに 、 今後 さらに研究

を継続 し経験録 を改良する こ とを目標に励 ん で

い きた い 。

3 ）清水嘉与子編　看護法令 要覧平成 14 年版

　　　日本看護協会出版会

4 ）氏家幸子　第 4版　基礎看護技術　医学書

　 院

5 ） 日本介護福祉士 養成施設協会　介護福祉士

　 養成施設の 教 員養成 に関す る調査研 究事業

　 報告書

6 ＞ 日本介護福祉士養成施設協会　介護福祉士

　 養成施設に お ける教育課程 とその 教育内容

　 に関する調査 研究報告書

7 ）吉田喜久代　臨地 実習 に求め る看護技術の

　 到達 目標　看護教育　医学書院　2001

8 ）茶山寿美子 ・石黒康子　富山県下 の 老人福祉

　 施設 ・老人保健施設にお ける排泄ケ ア の 現

　 状 と課題 　平成 11年度財団 法人富山 第
一銀

　 行奨学財団助成研究報告書

　本調査に御協力頂 きました 各実習施設の 指導

者の 皆様、福祉学科の 学生 に心か ら感謝 申し上

げます 。

附記

　本研究は平成 13年度財団法人富山第
一

銀行奨

学財団助成金 に よる もの に 、 若干の 加筆 を した

もの である 。
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表 1　 B 　利用 者理解 （％ ）

　 　 　 　 　 　 レ ベ ル

1　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

（1 ）相手 に応対 をす る

（2 ）相手 の話 を積極 的に聞 く

（3 ） 自分 の意図 を正確 に伝え る

（4 ）相手 の 言葉や 身振 りか ら反 応 を 正 確 に と らえ る

（5 ）相 手の ニ ーズ を と らえ る

（6 ） 障害 の 程度 を正 しく把 握 し非 言 語 的 な 補助 手 段 を 活用 する

2 ．状態 の確認と変化 の 発見

（1 ＞眠 り，目覚 め

（2 ）体温、脈拍、呼吸

（3 ）顔色、顔 つ き、皮膚

（4 ） 目、鼻、耳、ロ、知覚

（5 ）理解 力、判断力

（6 ）感情

（7 ）姿勢、動作 （麻 痺 ・拘 縮 等 を含 む 〉

学 生

6786
．661
．93327

．826
．8

51．570
．146
．448
．529
．941
．239
．2

3
指 導者

　 70

　 88

　 72
　 34
　 30

　 303628

ハ
04

．
08

4533233

　 　 　 2
学生　 指導者

32　　 　 28

13．4　 　 　 10

38．1　 　　 26

64．9　 　 　 64

71 ．1　 　 　 68

68　 　 　 66

42．326
．849
．548
．56755

．757
．7

20280068

5456765

　 　 　 1

学生　 指導者

0　 　 　 　 2

0　 　 　 　 2

0　　 　 　 2

1　　　　 2
1　　 　 　 2

4．1　 　　 41

　

1
　

1
　
1　
1　
1
　

1

4，
222222

12624422

表2　 C 　 環境整備 （％ ）

　 　 　 　 　 　 レ ベ ル

1　 住居 環 境へ の 配 慮

（1 ）移動面 （配置、位置、高さ ）

（2 ）安全面 （転倒、転落〉

（3 ）プラ イバ シ ー

学生　 指導者

　 　 　 348

．5　 　 　 36

60．8　 　 　 50

81．4　　　68

学生　 指導者

　 　 　 250

．5　 　 　62

39．2　 　 　 48

18．6　　 　28

学生 　 指導者

　 　 　 11

　　　　 2
0　 　　　2
0　　　　 4

2 ．衛生環境へ の 配慮

（1 ）環境調整 （温 度、湿 度等 ）

（2 ）清掃

（3 ＞ベ ッ ド整備 ・ベ ッ ドメ
ー

キ ング

（4 ）衣類

（5 ）寝具

43．382
．583
．563
，966

22206688

∩
Q5

54、617
．516
．535
．133

4468431133 10011 4、
4．
226

表 3　 D　 日常の生活行為 ・活動 （％ 〉

　 　 　 　 　 　 レベ ル

1 ．移動 の 援助

（1 ）体位変換　仰⇔ 側

（2 ）体位 変換 　仰⇔ 座位

（3 ＞体 位 変換 　仰 ⇔ 端 座 位

（4 ＞上 方 へ の移 動

（5 ＞起 立 の 介助

（6 ）移乗　ベ ッ ド⇒ 車 イ ス

（7 ）移乗　ベ ッ ド⇒ ス トレチ ャ
ー

（8 ）移 乗 　 車椅 子 ⇒ ベ ッ ド

（9 ）移 乗 　車椅 子 ⇒ 便器

（10）移送
・車椅子 （屋 内 ・外）

（1t）移送
・
ス ト レチ ャ

ー

（12） 歩行 介 助 　 手 を 引 く

（13） 歩行 介 助 　 杖

（14） 歩行 介助 　歩行器

（15）機能訓練　良肢位

（16）機能訓練 　他動運動

（17）機 能訓 練 　 自動運 動

2 ．食事 の 援助

（1 ）準備 ・配膳

（2 ）咀嚼 ・嚥下 障害

（3 ）食事介助 ・
見 守 り

（4 ）一部介助

（5 ）全 介助

（6 ）後始 末

（7 ）摂 取量 ・食欲 の観察

（8 ）水 分補給

（9 ）厨房 ・調理

（10）厨房 ・盛 り付 け

3 ．排泄 の 援助

（1 ）介助 ・トイ レ誘 導

（2 ）介助 ・ポー
タブ ル トイ レ誘 導

（3 ）排 尿・排便訓 練 お むつ は ず し

（4 ）便 尿器の挿 入と始末

（5 ）摘便

（6 ）オ ム ツ の 交 換

（7 ） 排 泄 物の 観察 ．

学生　 指導者

　 　 　 342

」

5

」

7969

£

475

五

3

’32

787271517163066485469084832511888

．745
．489
．786
．678
，492
．864
．977
．39
．38
．276

．372
．220
、617
．54
．170
．162
．9

3

3

80747274645842565876528676746884606868600

7376587711

　

543638858
54

学生　 指導者

　 　 　 2

描

嬲

巍
33

野

融

論

搦
珊

666811

．350
．510
．313
．421
．67235

．122
．727
．838
．1

23，724
．748
．560
．813
．429
．935
．1

2

2

84644000080224266122234544141226552082020022

2623412233404458

糾

3036

学生 　 指導者

　 　 　 10002108

1

　

21121466

　

　

　

022703114212104

、100000055

，735
．103

，130
．920
．681
．401

1

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

622

22　

　

222282268222233

　

　

222222582

24

2268604
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表 3つ づき

富 山短期大学紀要第三 十 九巻

　　　 　　　　 　　　 　　 （％ ）

　 　 　 　 　 　 レベ ル

4 ．衣類の 着脱 の 援助

（1 ）衣類の 着脱

（2 ）寝衣の 着脱 ・臥位

（3 ）寝衣の 着脱　運 動機能障害

（4 ）整容

（5 ＞ シ
ー

ツ 交換
5 ．身体の 清 潔 の 援 助

（1 ）入浴 ・一般浴

（2）入浴 ・機械浴

（3 ）身体清 拭 　全身

（4 ） 部 分清 拭

（5 ） 整 髪

（6）洗髪

（7） 口腔 （歯磨 き
・
うがい ）

（8 ） 口 腔清 拭

（9） 入 れ 歯 の 手 入 れ

（10） 陰部洗 浄

（11） 爪 切 り

（12） 髭剃 り

（13） 褥瘡 の 予 防

6 ．安 楽 と睡 眠

（1 ＞安楽な 体位

（2 ＞マ ッ サージ

（3 ＞手浴 ・足浴

（4 ）安眠 の 工 夫

7 ．社 会生 活の 維持 ・拡大

（1 ）施設内　 レ ク リーシ ョ ン

（2 ）施設内　行事参加の 介助

（3 ）施設 内　サ
ークル 活動介助

（4 ）施設外　買 い 物介助

（5 ）施設外　散歩介助

（6 ）デイサービ ス 送迎添乗

（7 ）デイケ ア送迎添乗

（8 ）在宅介護支援セ ン タ
ー

（9 ）そ の 他 　入 退所時 の 対 応

（10）その 他 　ADL 判 定 基 準

（11＞その 他 　痴呆性老人ADL
（12）その 他 　痴呆診断ス ケ

ー
ル

3度

学生　 指導者

86．6　 　 　 70

59．8　 　 　 70

30．9　 　 　 50

81．4　 　 　 88

87．6　　　 82

6652

．635
，152
．680
．469
．176
．351
．569
．146
．480
．460
．829
．946

、43451

．53424

，76660

．83344

．343
．336
．114
．47
．23
．14
．13
．1

264304600664855568676837742G4

．
0

6254484634123022206481010

2度

学生 　　指導者

13．4　　　28
38 ．1　　　 28
43．3　　　42
17．5　　　 10
12，4　　　 16

3447
．457
．745
．418
．627
．823
．743
．329
．946
．417
．53459

．850

．556
．745
．460
．869

，13437

．151
．547
．450
．551
．550
．537
．137
．136
，136
．1

400484028822644431323152246026

3645802220424640

456766656666

　　 1度
学生　　指導者

0　　　　 2
1　　　　 2
8．2　 　　 6
1　 　 　 　 2

0　　　　 2

006

．2t13

．105

．215

，22
．15
．210
．31212

383

厂
06

、202

．113
．45
、25
．210
．33343

．357
．757
．757
．7

2622226262242644

　

1

444

総

612103428202026

表 4 − 1　 E　 医療 と看護との連携 （％ ）

　 　 　 　 　 　 レ ベ ル

1　 介護者の 責 任 範 囲 の 理 解

（1）受診介助

（2 ＞治療 食

（3 ）与薬　　 内服

（4 ＞点眼

（5 ＞塗布

（6 ＞ 氷枕 ・湯 タ ンポ

（7 ＞感染予 防

9．310
．343
．3323223

、79

3度
22141616281858 ．853

．649
．551
．557
．756
．737

2度
6402804

．

ρ
Q

ハ
◎

7nO667

30．935
．17
．215
．59
．316
，53

1度
3032142014106

2 ．緊急時 の 対応 と連 絡

（1 ）応急手 当 ・誤嚥 ・呼吸困難 ・骨折

（2 ）連絡

（3） 防災 訓 練

（4 ）死亡 時 の 対応

5．216
．510
．33
．1

3度

30144
48 ．556
．754
，626
．8

2度

0
∩
◎

8

554
45．425
．83366

1度

866124

3 ．連絡報告
・定 時

（1 ）定時　業務 引継ぎ

（2 ＞定時　打ち合わ せ 会

9784
．

22
3度

4422 991
　
166

2度
8056 23＆

↑

　

1

1度
4211

4 ．記録

（1 ）個人記録 の と リ方

（2） 個人 介 護 計 画の 立 て 方

−

Qu8033

3度

84
．

4．
3

∩
◎

994

尸
0
ハ
0

2度
6845

113

1度
24

5 ．事例検討

（1 ）処遇検 討会 へ の 参加 22．43
度

28 62 ．22
度

56 12．21
度

10
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